





























中、その手法として質的研究が注目されている。筆者ら調査者1 3 名（A, B, C）
は、日本語教育に関するある質的研究データ（観察やインタビューによって作






3 名のうちわけは、A, B が大学院生で教育現場の経験を若干有し、C は大学教




























 2-1 背景 
本稿で取り上げる事例は、「外国にルーツを持つ子どもたちへの日本語教育」2









育機関に在籍する外国人児童生徒数は 1991 年には 5,463 人だったが、2 年後の
1993 年にはおよそ 2 倍の 10,450 人、1997 年には 17,296 人に上っている。そし
て、2006 年に 20,692 人に達し、2014 年には 29,198 人と、今なおその数は増え
続けている。 

















を行ってきた。そのなかの調査協力者 K 教諭は、A 市の加配措置により 1995
年から外国人児童生徒に対する日本語指導に携わってきた小学校教師（女性）
である。2016 年現在は全国的にカリキュラムや教材など教育環境整備への取り
組みも進み（北村 2015、佐藤他 2005）まさに隔世の感があるが、K 教諭が日
本語教育と出会った時は黎明期だった。K 教諭は時代を手探りで切り開いてき
たパイオニア的存在でもある。下節では分析のプロセスに従って、当事者とし
ての K 教諭の語りから、教育現場における日本語教育指導の問題点を探る。 
 
 2-2 調査協力者及び調査方法 
調査協力者 K 教諭は、日本語教育を担当するようになった当時、すでに 20
年余りの教歴を持つベテラン小学校教師だった。そこからさらに 20 年が過ぎ、
彼女は「外国にルーツを持つ子どもの日本語教育」という分野で、【H 県 A 市】




たちと関わる上での K 教諭が考える専門性など」によって構成されている。 
 
 2-3 分析のプロセス１ 
 修士論文研究のため、調査者 A は複数の関係者からインタビューデータを得
るほか、実践現場の見学等からも文字化した質的データを作成していた。その
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にプロセスを記す。なお（  ）内は、作業担当の調査者名である。 
１） インタビューデータの文字おこしをする。（A） 
２） １）の文字おこしデータを事前に通読しておく。（B, C） 
３） ①通番、②発話者、③テクストを入力したマトリックスを作成する。（A） 




す。（A, B, C） 
６） 「<1>注目すべき語句」を「<2>語句の言い換え」にする。これらの検
討と生成を繰り返す。（A, B, C） 
７） 「<3><2>を説明するテクスト外の概念」を埋めるための話し合いと





当該データの分析は、週に 1 回の授業時間を使って合計 6 回行い、大まかな
ストーリーラインに達したところで一区切りとし、次の事例分析へと移行した。 
 
 2-4 分析のプロセス 2 
 本節では、いくつかの具体的なインタニューデータとその分析のプロセスを
示し、そこから浮かび上がる K 教諭の実践過程を見ていく。 






 はじめて外国人児童に日本語を教える仕事を任された時の K 教諭の驚き戸





 2-4-2 通番 7「この子たちに必要なのは、心の安定する場所だ」 
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表 2 K 教諭のインタビュー結果のカテゴリー化 


























































































表 2 K 教諭のインタビュー結果のカテゴリー化 






































































































働者間で議論を重ね、共有、共感する中で、筆者ら 3 名の中の K 教諭像が結ば
れていった。 
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